
教科 科目名 学年 単位数 必修 選択 

国語 古典探究 ３ ４ 文系、教志コース必修 

 

到達目標 古文、漢文を読む能力を養うとともに、見方、感じ方、考え方を広げ、古典についての理

解や関心を深めることによって人生を豊かにする態度を育てる。豊富な教材を扱い、古典

についての知識の幅を広げ、難解な文章についても読み解く応用力を養う。 

年間スケジュール 

期
間 

単元・項目名・実施内容など 受講に対してのアドバイスなど 備考 

１
学
期
中
間 

 

(1) 古文（随筆①）「枕草子」 

文法や敬語に注意するだけでなく、

省略された主語や言葉を補いなが

ら、精確に現代語訳する。 

 

１
学
期
期
末 

(2) 古文（物語①） 

「堤中納言物語」等 

(3) 漢文（史伝①）「史記」 

敬語などの文法や和歌の修辞法に

注意して本文を読み解く。 

重要句法を理解し、それを用いて本

文理解に取り組む。 

 

２
学
期
中
間 

(4) 古文（日記①） 

「蜻蛉日記」等 

(5) 古文（物語②） 

「源氏物語」 

作者の人生観に触れながら、日記文

学を味わう。 

敬語をはじめとする様々な文法を

使って精確に読み解く。 

 

２
学
期
期
末 

(6) 古文（物語③） 

「源氏物語」 

(7) 古文（評論①） 

「無名草子」等 

登場人物の心情について深く考察

する。 

 

古文の評論文に触れ、論の読み取り

方を学ぶ。 

 

学
年
末 

 

(8) 問題演習 

時間内に与えられた問題を解答し、

目標点数に達するようにする。 

 

 

 

評価方法と 

評価のポイント 

知識・技能・・・定期考査（読解のための知識が身についているか） 

思考・判断・表現・・・定期考査（作品を正確に読解し、考えを説明できているか） 

主体的に学習に取り組む態度・・・提出物など（授業中に積極的に取り組んでいるか） 

 

教科からのアドバイス  

１、２年時に学んだ古文、漢文の知識を用いて読解力を伸ばしましょう。 

 文法、句法、語彙、表現等の知識の定着を図りましょう。 

 


